
窓 口
業務時間

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
　

    

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー    

10
時
〜
19
時

く
ら
し
の
情
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お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

　

９
月
21
日
㈭
か
ら
30
日
㈯
ま
で
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
。
ま
た
、
９

月
30
日
㈯
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
で
す
。

　

運
動
の
重
点
項
目
は
、
子
ど
も
と
高
齢

者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の
確

保
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

及
び
飲
酒
運
転
な
ど
の
根
絶
、
自
転
車
な

ど
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵

守
の
徹
底
で
す
。
本
年
度
か
ら
県
内
の
自

転
車
事
故
が
急
増
。
事
故
の
７
割
以
上
は

自
転
車
に
も
違
反
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
横
断
歩
道
で
の
歩
行

者
優
先
な
ど
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

り
、
安
全
運
転
意
識
の
向
上
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

問
共
生
社
会
推
進
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
６
２

住
吉
第
一
団
地
入
居
で
家
財
費
補
助

　

特
別
市
営
住
宅
の
住
吉
第
一
団
地
に
新

規
入
居
す
る
世
帯
に
家
財
購
入
費
を
補
助
。

入
居
に
は
所
定
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

あ
か
ぎ
の
輝
き
を
抽
選
販
売

　

本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ラ
、
あ
か
ぎ
の

輝
き
２
０
０
株
を
抽
選
販
売
し
ま
す
。

時
10
月
１
日
㈰
９
時
〜
13
時

場
敷
島
公
園
門
倉
テ
ク
ノ
ば

ら
園

￥
１
株
１
，
６
０
０
円

申
９
月
11
日
㈪
ま
で
に
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
（
１
世
帯
１
応
募
）

問
公
園
緑
地
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
４
５

困
り
ご
と
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

一
日
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設
。
前
橋

地
方
法
務
局
や
群
馬
労
働
局
、
弁
護
士
、

税
理
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
行
政

相
談
委
員
な
ど
が
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間
は
20
分
で
す
。

時
10
月
３
日
㈫
13
時
〜
16
時

場
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４
階
（
文
京
町

二
丁
目
）

相
談
内
容
＝
相
続
、
登
記
手
続
、
税
金
、

離
婚
、
貸
金
ト
ラ
ブ
ル
、
農
地
転
用
な
ど

に
関
す
る
相
談
や
国
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
、
意
見
な
ど

問
群
馬
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
１
１
０
０

水
道
料
金
が
ス
マ
ホ
決
済
で
便
利
に

　

９
月
１
日
㈮
か
ら
水
道
料
金
な
ど
の
納

入
方
法
に
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
の
ｄ
払
い

と
楽
天
ペ
イ
が
新
し
く
利
用
可
能
に
。
納

入
通
知
書
に
印
字
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を

各
ア
プ
リ
で
読
み
込
ん
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
領
収
書
が
必
要
な
場
合
は
金
融
機

関
や
水
道
局
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
経
営
企
画
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０
５
２

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　

本
年
度
の
標
語
は
「
下
水
道　

み
え
な

い
と
こ
ろ
で　

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
」
で
す
。

下
水
道
は
安
全
で
快
適
な
生
活
を
守
り
、

良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
重
要
な
施
設
。

下
水
道
管
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
な
る
べ
く

早
く
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
共

下
水
道
区
域
内
で
既
存
の
く
み
取
り
便
所

や
浄
化
槽
を
廃
止
し
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
工
事
に
対
し
て
補
助
金
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
（
新
築
工
事
は
対
象
外
）。

申
請
に
は
指
定
工
事
店
へ
の
事
前
相
談
が

必
要
で
す
。

●
公
共
下
水
道
接
続
促
進
補
助
金
制
度

対
次
の
全
て
を
満
た
す
個
人
。❶
世
帯
全
員

の
市
民
税
が
非
課
税
❷
市
税
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
、
公
共
下
水
道
事
業
分
担
金
を
滞
納

し
て
い
な
い
❸
本
市
に
住
所
が
あ
り
、
実

際
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
の
接
続
工
事
❹

供
用
開
始
告
示
後
３
年
以
内
で
、

来
年
２
月
29
日
㈭
ま
で
に
実
績

報
告
書
が
提
出
で
き
る
工
事

補
助
金
額
＝
供
用
開
始
告
示
後
３
年
以
内

は
３
万
円
、
１
年
以
内
は
５
万
円

●
公
共
下
水
道
接
続
奨
励
制
度

対
次
の
全
て
を
満
た
す
個
人
。
❶
家
屋
の

所
有
者
か
所
有
者
の
同
意
を
得
て
い
る
❷

本
市
に
居
住
し
、
独
立
し
た
生
活
を
営
み

融
資
す
る
工
事
費
を
納
付
で
き
る
❸
市
税
、

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
、
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
、
公
共
下
水
道
事
業
分

担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
❹
連
帯
保
証
人

を
１
人
選
定
で
き
る
（
連
帯
保
証
人
は
収

入
月
額
が
15
万
８
，
０
０
０
円
以
上
で
❷

❸
の
条
件
を
満
た
し
、
申
請
者
と
別
世
帯

の
人
）

融
資
額
＝
１
０
０
万
円
以
内

問
下
水
道
整
備
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０
７
５

構
造
＝
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
10
階
建

設
備
＝
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
、
洗
面
化
粧
台
、
給
湯
器
、

エ
ア
コ
ン
２
台
、
温
水
洗
浄
便
座
、モ
ニ

タ
ー
付
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

家
賃
＝
〈
Ａ
タ
イ
プ(

３
Ｄ
Ｋ)

〉
５
万
６

０
０
円
〈
Ｂ
タ
イ
プ(

３
Ｄ
Ｋ)

〉
５
万
３
，

３
０
０
円
〈
Ｃ
タ
イ
プ(

４
Ｄ
Ｋ)

〉
５
万

９
，
３
０
０
円

対
今
年
度
中
に
入
居
す
る
世
帯
、
先
着
６

世
帯

補
助
額
＝
上
限
８
万
円

問
建
築
住
宅
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
３
３

空
き
家
の
利
活
用
を
専
門
家
に
相
談

　

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
❶
９
月
14
日
㈭
10
時
〜
12
時
❷
10
月
１

日
㈰
10
時
〜
16
時

場
❶
は
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
前
橋
支
部

（
南
町
一
丁
目
）
❷
は
中
央
公
民
館

対
一
般
、
❶
は
若
干
人
❷
は
先
着
30
人

申
❶
は
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
前
橋
支
部

☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
７
７
４
４
へ
❷
は

９
月
29
日
㈮
ま
で
に
空
家
利
活
用
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
０
８
１
）
へ

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
忘
れ
ず
に

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
新
た
な
対

象
者
に
、
９
月
か
ら
日
本
年
金
機
構
が
案

内
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
〈
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
〉
65
歳
以
上

で
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
り
、

前
年
の
公
的
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得

の
合
計
が
87
万
８
，
９
０
０
円
以
下
〈
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
〉

前
年
の
所
得
が
４
７
２
万
１
，
０
０
０
円

＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
以
下

問
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

給
水
管
の
漏
水
は
修
理
を

　

漏
水
修
理
は
、
配
水
管
か
ら
メ
ー
タ
ー

ま
で
は
自
然
漏
水
（
利
用
者
と
第
三
者
の

故
意
や
過
失
で
は
な
い
、
適
切
な
管
理
下

で
発
生
し
た
漏
水
）
に
限
り
、
水
道
局
が

実
施
し
ま
す
。
宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
下
流

側
は
、
利
用
者
負
担
で
す
。
同
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
休

日
の
指
定
事
業
者
は
右
下
表
の
と
お
り
。

悪
質
な
水
道
修
理
業
者
や
同
局
職
員
を

装
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
、
詐
欺
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
整
備
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
３
０
３
３

介
護
保
険
利
用
状
況
を
お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
に
、
介
護
保
険
給
付
費
の
お

知
ら
せ
を
９
月
下
旬
に
郵
送
。

今
回
の
通
知
に
は
、
４
月
か
ら
７
月
ま
で

の
利
用
分
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
利
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問
介
護
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
５
７

ようこそ
市長室へ

HP

市長コラム
Mayor's  Column

　前橋は「学び」の街です。私自身、群馬県の山村で生
まれ、小学校時代の恩師の導きで学びを求め、前橋に
来ました。12歳の時です。山で育った小学生には、前
橋の中学校の同級生がみんなまぶしく見えたことを今も
覚えています。
　これまで、前橋の若者たちは東京へ学びに故郷を離
れてしまっていました。ところが先日、高校から地元大
学に進む割合が、群馬県は急激に伸びているという新
聞記事を読みました。これは、前橋の五つの大学が連
携して高等教育の受け皿を充実してくださっている成果
です。本市で学び、働く魅力を発信している皆さまに感
謝申し上げます。
　この先も前橋で生まれた子どもたちが、前橋で学び、
働き、生きる街に変えていくため、前例にとらわれない
チャレンジをしてまいります。

休日の水道局指定給水装置工事事業者
期日 事業者

９月３日㈰
日野備巧（二之宮町）☎027-268-3549
太田建設（粕川町女渕）☎027-285-2046

９月10日㈰ 東邦設備工業（天川原町一丁目）☎027-223-5501
誠興設備工業（富士見町米野）☎027-289-0006

９月17日㈰ 赤城管設（小坂子町）☎027-269-0144
志村工業（滝窪町）☎027-283-5370

９月18日㈪ 狩野設備（西善町）☎027-266-1217
下田農機具店（富士見町時沢）☎027-288-2070

９月23日㈯ 寺本設備（房丸町）☎027-289-3357
石橋設備工業（苗ヶ島町）☎027-283-4455

９月24日㈰ グンスイ（朝倉町）☎027-265-0061
小林設備（富士見町時沢）☎027-288-2755

この街に　学び求めし若者よ　
未来を描け　己が心に




